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水産土木工事における総合評価落札方式の評価項目及び評価基準に関する運用方針

（ 令 和 元 年 度 版 ）

１ 「環境公共」に関する評価項目の追加について

農林水産部では、農林水産業の生産基盤や農山漁村の生活環境の整備を行う公共事業を「環境公共」

と位置づけ、「地域力の再生」、「環境への配慮から保全・再生へ」、「強固な農・林・水の連携」を取組方向

として推進しており、漁港、漁場及び漁港海岸の整備に係る事業（以下「水産基盤整備事業等」という。）も

その一つとなっています。

漁港漁場整備課では、この取組の一環として、水産基盤整備事業等に係る工事（以下「水産土木工事」

という。）のうち、施工環境監理者を配置する工事について、「総合評価落札方式【標準型・簡易型】に関す

るガイドライン（令和元年度版）」の配置予定技術者の能力の評価項目に、施工環境監理者の資格保有に

関する事項を追加するとともに、地域貢献の項目に、環境への配慮保全及び地域水産業の振興に関する

事項を追加することとします。

２ 「環境公共」に関する追加対象工事

総合評価落札方式（「標準型」、「簡易型Ⅰ」、「簡易型Ⅱ」）対象工事のうち、「漁港漁場工事等施工環

境監理者配置要領」に基づき施工環境監理者を配置する工事

３ 追加する評価項目及び評価基準

（１）配置予定技術者の能力

（２）地域貢献

４ 適用年月日

令和元年7月1日以降入札公告の工事に適用します。

評価項目 評価基準 配点

技術士・技術士補（水産部門（水産土木））又は水産工学技
士（水産土木部門）を保有している

1.0

上記以外 0.0

施工環境監理者
の技術士等資格
保有の有無

評価項目 評価基準 配点

施工環境監理者配置制度対象工事の工事完了後に調査
等を行い、効果、影響等を的確に把握した実績あり

1.0

上記以外 0.0

漁業協同組合等が行う水産動植物の資源維持・回復等に
係る活動への協力の実績あり

1.0

上記以外 0.0

平成28年度以降
の水産土木工事
における施工環境
に配慮した取組の
効果、影響等の把
握実績の有無

平成28年度以降
における地域水産
業の振興に資する
活動への協力の
有無
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５ 追加する評価項目の詳細について

（１）配置予定技術者の能力

① 施工環境監理者の技術士等資格保有の有無【施工に係る環境への配慮、保全・再生に関する視点】

ア 評価基準の内容

環境保全に配慮した円滑な施工を確保するために配置する施工環境監理者について、技術士

もしくは技術士補のうち水産部門（水産土木）の資格又は社団法人大日本水産会が行う水産工学

技士（水産土木部門）認定試験に合格し水産工学技士として登録した資格の有無について評価し

ます。

イ 評価に必要な資料等

技術士・技術士補（水産部門（水産土木））、水産工学技士の登録証又は資格者証の写しの提出

を受け確認します。

（２）地域貢献

地域貢献に係る「地域」とは、当該工事発注公所（この場合、漁港漁場整備事務所とする。）が所管す

る管内とし、入札設定資格要件で定める範囲ではありません。

① 平成28年度以降の水産土木工事における施工環境に配慮した取組の効果、影響等の把握実績の

有無【施工に係る環境への配慮、保全・再生に関する視点】

ア 評価基準の内容

施工環境監理者配置制度対象工事について、工事完了後に工事箇所及びその周辺について

潜水等による調査を行い、施工前、施工中等の環境配慮の結果と完了後の調査結果との比較等に

より、施設整備等による効果、影響等を的確に把握した実績の有無について評価します。

イ 評価に必要な資料等

実施した施工環境配慮の取組の効果、影響等の把握のための工事完了後の調査結果がわかる

資料及び調査状況写真の提出を受け確認します。

② 平成28年度以降における地域水産業の振興に資する活動への協力の有無【生産性向上による地域

力の再生に関する視点】

ア 評価基準の内容

漁業協同組合などが行う、水産動植物の資源維持・回復等に向けた「つくり育てる漁業」の推進

等、漁業の生産性向上による地域水産業の振興を図る活動への協力実績の有無について評価し

ます。

イ 評価に必要な資料等

実施した地域水産業振興に係る協力内容がわかる資料や活動状況写真の提出を受け確認しま

す。


